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「平和の架け橋プロジェクト in 東北2013」岩手県大槌町へ向けて出発の朝。JR東京駅で。

「平和の架け橋プロジェクト in 東北」から

支援者の皆様、
8月5日、イスラエル･パレスチナ･日本の若者たちが東京駅に集まりました。「平和の架け橋
in東北2013」のスタートです。笑顔溢れる青年たちが、心と力を合わせて参加するプロ
ジェクト、被災地の皆さんのどんなお役に立つことができるでしょうか。このささやかな奉仕
活動を通じて、参加者全員が平和の尊さを実感できるよう、お祈りください。
　さて、聖地では3年ぶりにイスラエルとパレスチナの直接交渉が再開しました。本当の和
解までは紆余曲折があり、まだまだ時間がかかると思いますが、希望を失わずに交渉の行
方を見守りたいと思います。
　子どもたちの未来のために平和が必要です。皆様のご支援を心から感謝いたします。

井上　弘子　　スタッフ一同
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当NPOは、国際協力NGOセンター
（JANIC）によるアカウンタビリティ・
セルフチェックを受け、基準の4分野
（組織運営・事業実施・会計・情報公
開）について適正に運営されている
と認定されました。

プロジェクト支援のため7月に行われた “友好の夕べ”。
上原令子さんの歌声に感動のあと、パレスチナ料理で満腹。　

エフェタのシスターとマイスちゃん。大きくなりました。ベツレヘムの元気な子どもたち。

スタディー･ツアーの学生たちのエフェタ訪問。
（日本の学生が共同で里親となり支援をしています)

仮設の集会所で、足湯とマッサージ。言葉は通じなくて
も、心は十分に通じました。

イスラエル･パレスチナ･日本の若者たちが草取りをした
大槌町の墓地。お盆の時期だったので住民の方に喜ばれました。

写真撮影 稲垣佐江子、井上弘子、佐藤克裕

大槌町の6～8歳児と楽しく遊びました。ボランティア活動のあとの分かち合い。
カリタス大槌ベースで。
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8月のプロジェクトに先立つ6月22日～23日、
JICA東京国際センターにて事前研修会が開かれました。
プロジェクトに参加する若者とスタッフ計13人が参加、実り多い2日間を過ごしました。

事前研修会のあらまし

● 6月22日（土）
午前　自己紹介・アイスブレーキング・他己紹介
午後　

● 6月23日（日）
午前　宿題発表

夜　　一日のシェアリング

参加者の感想
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　研修中、東日本大震災やイスラエル軍のパレスチ
ナ侵攻のドキュメンタリービデオを見てディスカッショ
ンを行ったり、被災地で活動している方のお話を伺っ
たりするなど、貴重な体験となった。他の参加者とは
全くの初対面であったが、徐々に打ち解け、話し合い
をしているときに自分では思いつかないような意見

■井上 緑 （大学2年）

仲良くなることで 　現在、大学院で平和を理論的に考えている私には、
学部生たちの率直な意見が新鮮でした。この研修に
参加し、本番でイスラエル・パレスチナの人たちに会う
事が楽しみになりました。
　2日目のプレゼンテーションを見ると、私も頑張ら
なければ追いつけない位の能力を皆がもっているこ
とに気づき、良い刺激となりました。
　心に残っているのは、古木神父様の講演です。ボラ

■谷口 太郎 （大学院生）

印象に残った言葉

「平和の架け橋」プロジェクト in 東北 2013

事前研修会のまとめと感想

（川野 由起）

震災ドキュメンタリー番組視聴
数メートルの差で避難した建物が変わり
生死を分けた同僚の話など。

この人はどういう立場で被災されたのかに注
意すること。　
自分が満足したか、相手に何かを残せたか
ではなく、自分がどのような心で活動に携
わったか。　
ボランティア活動は目的でなく通過点、その
後の人生でハートが手足を動かす癖をつけ
る、気づきの世界を広げる。
愛するだけでなく愛されること、それが一つの
バロメーターになる。
村八分などが起こりやすい現地の膠着した
コミュニティに分け入ることがボランティア
の一つの仕事。

外の人にコミュニティの汚いところは見せな
いと思う。でも外の人にしかできないこともあ
る。
第三者の当事者性。
何ができるかという議論があるが、できること
とできないことはやってみないとわからない。
第三者は自分たちの視点を伝えることが必
要。イスラエル・パレスチナの一人一人と分
け隔てなく友達になることが一番。

エルサレムの歴史　エルサレムを取り巻く
宗教　分離の壁とチェックポイント　入植
地　パレスチナ難民　領土をめぐる動き（イ

震災資料　被害の数値や大槌町の詳細
（概）現在人口12000人/ 死者800人/ 
　　　行方不明者200人

午後　英会話　

夜　 大槌町交流会の出し物を決めて、練習
「花は咲く」合唱、南中ソーラン
追加練習を7月28日と決めて解散

イスラエルパレスチナ関連DVD視聴
“Breaking the Silence” 
“Soldiers are victims of this situation too.”
シェアリング
成長の証みたいな感じで兵役制を見ている。
現状へのやるせない気持ちが、目に見えない
相手への憎しみに変わっている。
日本人はきれるけど、怒らない。→目先のこと
には反応するけど本当に大切なことは行動に
移せない。
自分を生成する円グラフ（国、宗教、愛する
人、地元への気持ち、昔住んでた場所、なん
でも）の中で、様々な項目があって、ある時一
つの要素が一気に溢れ出てくる、それは時と
場合で変わる。刷り込みは本当に怖い。これ
から兵役に行って、横にいる友達に銃を向け
られるか。「それが命令ならば」。
軍とは「私」を殺して「公」の任務を果たすとこ
ろ。

カリタスジャパン古木神父様による講演

スラエル建国前～中東戦争あたり）　国連
での動き（国連決議、パレスチナの
UNESCO加盟）　インティファーダ（オスロ
合意関連）　Neve Shalom（両国の相互
理解への取り組み）

や経験（実際にパレスチナへ現地視察に行ったことな
ど）を聞くことができて、大変有意義な時間を過ごす
ことができた。
　一番の疑問は、はたしてパレスチナの学生とイスラ
エルの学生は「仲良く」生活できるのだろうか、という
ことだった。というのも、パレスチナ人は町を不当に包
囲され、家族や友達が死んでいくことも想定できるか
らであり、さらに徴兵を終えたイスラエル兵が「兵役
に従事したことで、パレスチナ人を人として見ること
ができなくなった」と言っていたからである。
　今回、どんな体験をもつ学生が参加するか分から
ないが、反パレスチナ、反イスラエル感情が、お互い
のコミュニティには根深く残っているのではないだろ
うか。
　答えの一つとして、Neve Shalomという両者が共
存する地域が存在したり、ハンド・イン・ハンドという幼
少期から共に学ぶ学校などの活動があった。歩み寄ろ
うとする人がいるのを知って、両者が親しく過ごすこ
とは不可能ではないのだと感じた。
　ディスカッション中に出た意見のように「イスラエル
の人もパレスチナの人も大半は平和を望んでいる」
ということが正しいとすれば、こうした活動が広まって
両者が和解できる希望もあるのではないだろうか。
　お互いに嫌悪感を持つのは「相手の顔が見えない」
という理由が大きい、と私は思っている。研修を通し
て、「相手の顔」だけでなくその人自身の中身まで知
れるような関係に、誰もがなれるように努力しよう。
　私自身が日本人学生として参加するにあたって彼
らの間に入り、被災地で支援をしながら東北の方、参
加者全員が仲良くなることで、少しでも平和を構築し
ていくことに貢献したいという思いが強くなった研修
であった。

ンティア活動だけでなく、普段の生活でも考えさせら
れるのは、「人と接する時、自分の心のあり方はどう
だったか？」という言葉です。
　人と話をしてうまく行かないと相手のせいにしてし
まう自分でしたが、この言葉を聞いてから、心のあり
方を一度見直すようにしています。
　また、ボランティアに行くのが目的ではなく、その先
の事が目的としてあった方が良い、という言葉も心に
残っています。というのも、東北へボランティアに行っ
た事があるというのがステータスのようになる風潮が
あると感じるからです。
　時間があったらボランティアに行きたいけど、行け
なくて悔しい、と聞くことがあるからです。もちろん、
実際に行って得られる事は大きい。しかし、なぜ東北
に関わるのか…と考えると、復興を願っているからで
しょう。行けなくても、復興を助けることはできるので
はないでしょうか。「ボランティアに行く事が目的では
ない」という言葉、心に残っています。
　もう一つ、「何を話すかではなく、どうやって時間を一
緒に過ごすのか」。イスラエル・パレスチナの子たちとど
んな事を話せば良いのか……。そのような事ばかりを
考えていると、一緒の空間にいるという事実や空気感、
雰囲気等が薄らいでしまうのではないでしょうか。
　人と接するときの自分のあり方を考えさせられまし
た。参加されるすべての方々とどのような時間を過ご
すのか、いまから楽しみで仕方ありません。

　今年春のスタディーツアーに続き、8月のプロジェ
クトに参加しようと決意した最大の理由は、「忘れてし
まう」自分に挑戦したいからだ。
　スタディーツアーで目の当たりにしたイスラエル・
パレスチナでの人々の生の姿、自分が受けた衝撃、そ
の場を共有した者同士だからこそできるメンバーと
の真剣な語り合いは、帰国後、大学生活でも、常に心
の隅に残っていた。今でも、自分のひとつの経験とし
て消化しきれないままだ。時間がたち、考え直す機会
をおざなりにしたまま「いい体験をしたなあ」と振り返
ることしかできないのは絶対に後悔すると思った。
　大学での授業で「この写真にはあるタイトルがつい
ています。あててください」と、ブルドーザーと夕日、
海の写った写真を見せられた。「復興」という言葉が誰

■川野 由起 （大学2年）

「忘れてしまう」自分に挑戦
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　「イスラエル人の特徴は？」と聞かれたら、
私は「旅好き」だと答えると思う。ここに来て
から知り合ったイスラエル人の中に、“海外へ
の一人旅未経験者”は今のところ一人もいな
い。みんな一様に、数ヶ月単位でのバックパッ
カー経験者ばかりで、面白いことに、決まって
行き先はアジアか中南米である。
　ご存知の方も多いだろうが、イスラエルに
は満18歳になると（高校を卒業すると）、男子
３年・女子２年の兵役がある。それが終わると、
「解放」されたかのように、みんな旅に出る。
そのあと（行きたい人は）大学に入ることにな
るので、私より年上でもまだ大学生をやって
いる人がたくさんいる。もちろん、旅に出ない
人もいるし、１年くらい働いてから大学に入る
人もいる。兵役中に「優秀」だと認められ、大
学に行く人もいるらしい。だからこの国では、
“１８歳と２５歳が一緒の学年で授業を受けて
いる”、なんてことも珍しくはないのだ。
　先日久しぶりに会った友人は、「会社に交渉
して半年間の“無給休暇”を取得したから、来
月から旅に出るの」と意気揚々と語ってくれ
た。私はここの人たちの、“枠にとらわれない”
自由な生き方がとても好きだ。「年齢？」「性

別？」「周りが…」という言い訳も、彼らにとっ
ては“So WHAT?!”ということらしい。
　それから、この“国民皆兵”制度。思うところ
は色々あるけれど、テルアビブで知り合ったイ
タリア人の女の子（２１歳）の感想が「確かに！」
と共感したのでご紹介させていただく。
　彼女は２週間のテルアビブ旅行中、兵役中
のイスラエル人の男の子（２１歳）と知り合っ
て恋に落ちた。その理由が、「同年代のイタリ
ア人の男の子と比べて、イスラエル人の男の
子は“mature”（大人っぽい）だから」とのこ
と。高校を出るといわゆる「軍隊」での生活を
強いられる彼らは、考え方が大人で、物事をよ
く考えているように見えるらしい。この印象
は、私にも思い当たることが何度かあって、
「皮肉なことに」イスラエル人の魅力の一つ
になっているのかも…と思ったりする。

4コラム

日本の“若者”を通して見る
イスラエルの“若者”像

私が暮らすイスラエル 鳥居亜由美 2010年度プロジェクト参加者。
テルアビブ在住。

お申込み･お問合せは

＊ 毎回 郵便局へ払込みに行く手間が省けます。
＊ いつからでも、 いくらからでも 簡単に始められます！

当法人事務局 03-6908-6571
または 042-636-9218　（中山）

ご好評を頂いている自動払込みサービス。まだ
の方はぜひご利用ください。 

詳しくは、当法人事務局まで。

ある特定の子どもの教育を、毎月一定の支援
金で継続的にサポートする里親制度。一歩進ん
だ国際協力のかたちです。
里親と里子の間で、写真や手紙の交換をすれ
ば（任意）、個人的なつながりが持て、子どもの
成長を身近に見守ることができます。

顔の見える支援 里親募集中！ 支援金の自動払込みサービス

友人の双子を抱いて。

日本の支援者の
皆さま、ありがとう ！

「約束の地」スクール
アル・フォルサン学校
エルサレム学院
サレジアンシスターズ・スクール
シラ特殊教育スクール
聖アントニオコプト・カレッジ
聖タルクマンス・スクール
聖ディミアナ・スクール
聖ヨゼフ学院
ダル・エル・ティフル・スクール
柱の聖母学院
ブリッジ・インターナショナルスクール
ライフゲート・リハビリセンター
ルネッサンス学校

2
2
1
1
14
2
14
5
33
3
9
2
4
2

所在地・学校名
支援できた
生徒数

●エルサレム

エルサレム・スクール
ダル・エル・カリマ・スクール
善き牧者スクール
ロザリオ修道会スクール

2
12
8
20

●ベツレヘム

希望中学校
タリタ・クミ・スクール

8
10

●ベイト・ジャラ

オーソドックス・スクール

里子（延べ）

17

26

●ベタニア

ラ・サール学院 24
●エルサレム、ベイト・ハニーナ

聖ジョージ学院 10
●エルサレム、ラマラ

アラブ福音学校 17
●ヘブロン、ラマラ

合計　　　  248

おかげさまで、この1年間、延べ248名の生徒が学校へ
通うことができました。現地で管理いただいている連帯事
務局長から、ていねいなお礼の言葉と合わせて、各学校
から領収書をいただきました。

からも出てこず、「一年前の授業では正解が出ました。
君たちは、忘れる人間なんですよ」と教授が言ったこ
とにショックを受けた。悔しいとも悲しいとも何とも言
えない気持ちになった。
　古木神父様がおっしゃっていた「ガラスを磨いたこと
のある人は、ガラスの汚れに気づいて綺麗にしようとす
る。磨いたことのない人間は、汚れに気づかないか、汚
れていても放っておく」という言葉に、強く感銘を受け
た。「気づきの世界が広がると、自分のハートと手足を動
かすことがつながるようになる」ともおっしゃっていた。
　プロジェクトでは、日々の生活に追われて忘れてい
る大切なことでも、何かのきっかけでそれに気づくこ
と、そして気づいたらすぐ実行に移すこと、そのような
態度を身につけたいと考える。

　研修ではたくさんのことを吸収できた。中でも
face to face”という言葉に感銘を受けた。「面と向
かって」という意味で、被災された方々やイスラエル、
パレスチナの人々、どちらにも当てはまると思う。
●東日本大震災について
　私は東日本大震災についてほとんど何も知らな
かった。研修で古木さんの話をきいて、被災地は本当
に悲惨な状態であったということがわかった。
　東北で、私は相手にしっかり善意をしめそうと思う。
「ボランティアする前の自己満足」ではなく、「結果とし
ての自己満足」は大変良いのではないか。一生懸命
相手のために何かをし、相手が喜んでくれたら、それ
は一番の報酬であり、満足すべきものなのだ。
●イスラエル、パレスチナについて
　皆のわかりやすいプレゼンテーション、イスラエル
に行った人の話、映像をみて理解が深まった。
　イスラエルの兵士は兵士で苦しんでいることに、相
当なショックを受けた。イスラエル兵も、とは思いもよ
らなかった。
　平和への道筋は大変長いけれど、個人レベルでお
互いが知り合いになれれば、それは絶対に平和への
一歩になると思う。たくさんの人々の一歩が平和をつ
くりあげるだろう。8月のプロジェクトで、それを十分
に噛みしめたい。

■松本 美樹 （大学1年）

個人レベルで知り合いになれば
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2012年4月1日～2013年3月31日 （アイウエオ順 ： 敬称略　匿名希望の方のお名前は省かせていただきました。）

聖地のこどもの教育にご支援下さった方々です。

支援者

支援者・支援団体のお名前当NPO法人の総会が、去る6月16日、サンパウロ宣教センター（東京・
四谷）にて開催されました。2012年度事業報告及び収支決算、
2013年度の事業計画と予算案が全会一致で承認され、滞りなく終
了したことをご報告いたします。また全役員の任期満了にあたり、改選
が行われ、理事は8名が再任、1名が新しく選任され、就任いたしました
（2名退任）。監事2名は再任されました。

１　入会金・会費収入
　　　入会金収入
２　寄付金収入
　　　聖地のこどもを支える会への支援金
　　　青少年国際交流事業への支援金
　　　資産受贈益
３　青少年国際交流事業への助成金
４　青少年国際交流事業へのイベント収入
５　青少年国際交流事業への参加費収入
　　ⅰ
　　ⅱ
　　ⅲ 
6　雑収入

260,000

7,009,632
2,121,840
111,840
1,171,114
782,698

963,580
3,492,480
52,000
26,971

260,000

9,243,312
1,171,114
782,698

4,508,060
26,971

当期収入合計　（A） 15,992,155

１　事業費
　　（１）教育支援事業費
　　（２）青少年国際交流事業費
　　　ⅰ
　　　ⅱ
　　　ⅲ
　　（３）普及啓発事業費
　　（４）情報収集事業費
　　（５）報告会・講演会開催事業費
　　　　　事業費計
２　管理費
　　交通費
　　通信費(含宅配費）
　　消耗品費
　　会議費
　　広報費
　　資料費
　　郵便振替払込料金
　　事務所経費
　　給与（含交通費）
　　その他
　　　　　管理費計

2,777,218

5,119,358
4,068,310
183,867
1,376,064
60,000
38,793

77,340
187,629
120,523
17,091
25,200
52,180
123,400
776,500
632,628
143,102

2,777,218

9,371,535
1,376,064
60,000
38,793

13,623,610

2,155,593
当期支出合計　（B） 15,779,203

当期収支差額
前期よりの繰越収支差額
次期への繰越収支差額

（A）－（B）
（C）
（A）－（B）＋（C）

212,952
1,418,788
1,631,740

科　　目 金　額 各科目合計

Ⅰ　収入の部

Ⅱ　支出の部

「’12平和の架け橋プロジェクト」
「’13平和を願う対話の旅」
その他プロジェクト

「’12平和の架け橋プロジェクト」
「’13平和を願う対話の旅」
その他参加費収入

（単位：円）2012年4月1日から2013年3月31日まで

2013年度
総会のご報告

青山　美恵子
赤木　和子
淺川　隆子
浅沼　誠子
芦川　恵美子
東　　純子
東　　賢太郎
東　　幸江
麻生　麗子　
安達　マサエ 
新　　圭子
阿部　圭子
阿部　幸子
安部　玲子
天田　雄次
天野　直秀・祐子
雨宮　信子
新井　栄一
新井　テイ子
新井　道成 ・健太
荒川　淑
アントニオ・ツゲル神父
飯田　サヨ子
五十嵐　京子
五十嵐　洋枝
五十嵐　康人
池田　淑子
池端　千代
池本　百合子　
石井　直子
石川　宣道・まなか　
石黒　朝香
伊集院　正・衣恵
和泉　紀代子
磯部　雅子
市川　黎子
一重　弥生
伊藤　多恵子
伊藤　安以
伊藤　勝子
伊東　止女子
伊藤　裕幸・みどり

伊東　夫佐　
稲垣　純・恭子
稲村　美知子
井上　静子
井上　千賀子
井上　ちひろ
井上　伸之
井上　春代
井上　瑞子
井上　弘子
今村　たえ子
入江　友子
岩崎　明子
岩崎　保寿美
岩崎　正幸
岩田　幸枝
岩田　卓三
岩永　千一神父
岩永　千代子
岩本　ヨシエ
上田　倭子
上田　毅彦
上野　瑤子
植松　敦子
内田　二藍
内田　芳人
内村　睦子
宇野　節生・純子
江波戸　晴夫
永廣　ひろみ
遠藤　恵美子
遠藤　香恵子
及川　幸子
大岡　よし江
扇谷　良廣・ウタ子
大澤　由紀子
大田　孝
太田　あき代
太田 啓子・梶野 陽子
太田　輝男・恵子　
太田　晴子
太田　勝

大谷　恵美子
大友　幸子
大西　茂雄・美恵
大幡　順子
大部　優
大八木　氾子　
大山　慈郎
岡　　敏子
岡　　晶子
岡　　しのぶ
岡　　捷子
岡井　靖子
緒方　貴子
岡本　みどり
小川　千枝子
小川　千都子
小川　泰弘
小川　佳宏
荻原　美保子
奥原　芳子
奥村　聡
忍見　春枝
小田　淳
越知　哲夫
小野　修
小野　有五・妙子
恩田　和子
海保　やすよ
影山　セツ子　
笠島　すみこ　
片岡　康則　
片桐　英博
片山　徹・キミ子
加地　貴美子
加藤　喜代子
加藤　恵子
加藤　千恵子
金子　由佳
鎌田　英明
鎌田　まさ子
釜谷　公子
川崎　伸明

川島　瑞枝
河田　昌世
川平　俊子
川村　宏子
川本　和子
瓦　　妙子
神田　郁
菊池　幸子
菊池　鈴子
菊池　マリロ　
北垣　朋絵
北垣　陽子
北島　房子
北楯　暢子　
北原　豊子
木塚　数馬
木村　浩之　
木村　道子
木村　靖子
喜山　聖子
清藤　富世　
工藤　昭子
国峰　恵子
熊谷　麻里
栗原　健
栗原　ちぐさ
黒滝　津哉子
桑本　ともこ
胡　　美喜子
小池　章子
小出　宏子
小金井　弘子
国分　好子
小久保　俊三
小坂田　さち子
輿石　修古
小塩　恒子
小谷　美絵子
小西　羊一・一枝
小林　明子
小林　和子
小林　久美子

小林　千枝子
小林　美紗子
五味　美香子
小谷野　泰
権田　良枝
近藤　節子
斉藤　直子
西藤　幸子
坂本　雄郎
相良　敦子
佐久間　進
桜井　房子
佐々木　郁子
佐々木　羊子
郷家　政男・かな江
佐藤　和子
佐藤　克裕
佐藤　俊彦・朝子
佐藤　政信・トシ
佐藤　光子
澤木　辰夫
澤田　昭三
塩原　いね子
滋賀　秀三・瑛子
篠原　誠吾
島田　みち子
清水　紀代子
清水　泰二・育子
清水　侑子
菅野　滋子
杉本　佐喜子
杉山　信彦　
鈴木　明子
鈴木　三蛙
鈴木　志帆子
鈴木　敏博・邦子
鈴木　典子
砂川　まり子
関口　素子
田井　恵美子
高馬　和子
高岡　節子

高島　友子
高島　文枝　
高田　統・陽子
高田　由美・世津
高塚　富士子
高野　千草
鷹觜　達衛神父
高橋　泉
高橋　和子
高橋　佳代子
高橋　久子
高橋　秀人
高橋　要順
高橋　玲子
高比良　國廣・テイ子
高山　早代
田川　照子
田口　幾子
武井　博・範子
竹谷　純子
竹葉　純子
竹原　芳子
竹脇　美帆子
田島　久仁子
城　　トミ子
伊達　由美子
立林　久美
建部　正秋
立脇　和夫
田中　加奈恵
田中　節子
田中　テレジア
田中　初代
田中　翠
田辺　知之
谷　　陽美　
谷川　次子
田畑　孝子
玉井　美里
玉木　美都江
丹呉　喜美子
辻　　知子

土本　志保子
土屋　道子
土屋　美和子
綱島　郁子
手子　ヤエノ
手嶋　直美
寺内　英夫　
寺田　京子
寺戸　美津子
戸井　利子
滕　　春江　
冨樫　茂
得田　照
戸澤　華江
富澤　由利子
富田　道代
内藤　和子
長井　外美子
長倉　禮子
中小路　和子
中里　千代子
中里　光代
中澤　リナ
中島　敏夫
長坪　光
長野　浩二・きみゑ
中野　幸子
中村　ミツノ
中本　徹信　
中本　由希子
中山　公子
中山　宏・夕里亜
永吉　恵子
浪治　典夫・道男
南部　信子
西田　百合子
二宮　広子
根尾　睦子
野坂　静子
野島　美津江
野田　健太郎・鈴枝
野田　征子

野田　寛
野村　英司
野村　晋一
野本　芳子
乗倉　寿明
Harvey Paul A.S.
橋本　和子
服部　英子
英　　隆一朗神父
浜岡　ミエ子
濱口　吉右衛門
濱田　達男
林　　一江
林　　あい
林　　敏恵
林　　朋子
葉山　文子
原科　節子
半田　和巳
疋田　紀子
日紫喜　満章
廣川　千代子
深澤　恵子
深田　久子
深津　利子
深堀　柱
福井　潔
福崎　順栄
福崎　康代　
福島　貴和
福村　要子
藤井　明子
藤村　宏子
Sr藤本　保子
藤原　伸子
藤原　真理子
古川　由紀子
古本　佳世子
古屋　恵子
本多　より子
本間　早苗
前田　静子

前田　弘子
馬越　由美
眞下　まゆみ
桝居　文子
桝谷　紀子
増満　由美子
松井　瞭博・建子
松岡　美也子
松崎　武晴
松田　喜代子
松永　弘之
松原　えりか・グレイジ
松山　律子
真山　かほる
丸山　亘子
三井田　美恵子
三浦　博子
三島　八重子　
溝井　光子
光藤　操
嶺岸　由嘉利
簑島　すみれ
宮川　園絵
宮倉　満子
三宅　英美子
宮下　幸恵
宮田　いそ子
三好　和枝
村岡　秀子
村上　民彦
村上　泰子
村田　尚美
望月　みゆき
本木　靖子
森　　武敏
守口　せつ
森谷　重雄
森本　明子
安川　三保子
安田　美知子
宿澤　恵子
柳田　和佐

山内　亨子
山内　春治
山内　雄策
山崎　彰
山田　千秋
山田　千恵子
山田　真理子
山田　康子
山本　勝也
杠　　愛子・隆志
横沢　文子
吉川　美恵子
吉川　八重子
吉田　恵子
吉田　とし子
吉田　三代江
Sｒ吉田　有子
吉中　佐和子
吉村　糸子・潔子
米林　慶子
李　アンナ
ロランド・ピエール神父
渡辺　彰男・美恵子
渡辺　こずえ
渡辺　征子
渡辺　武雄・節子　
渡辺　延子
渡辺　優子
渡辺　禮子
渡部　美佐子

匿名希望（６）
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「平和の架け橋プロジェクト in 東北2013」岩手県大槌町へ向けて出発の朝。JR東京駅で。

「平和の架け橋プロジェクト in 東北」から

支援者の皆様、
8月5日、イスラエル･パレスチナ･日本の若者たちが東京駅に集まりました。「平和の架け橋
in東北2013」のスタートです。笑顔溢れる青年たちが、心と力を合わせて参加するプロ
ジェクト、被災地の皆さんのどんなお役に立つことができるでしょうか。このささやかな奉仕
活動を通じて、参加者全員が平和の尊さを実感できるよう、お祈りください。
　さて、聖地では3年ぶりにイスラエルとパレスチナの直接交渉が再開しました。本当の和
解までは紆余曲折があり、まだまだ時間がかかると思いますが、希望を失わずに交渉の行
方を見守りたいと思います。
　子どもたちの未来のために平和が必要です。皆様のご支援を心から感謝いたします。

井上　弘子　　スタッフ一同

オリーブの木 No.49（2013/8）

NPO法人聖地のこどもを支える会
事務局　〒164-0003　東京都中野区東中野5-8-7-502

03-6908-6571TEL & FAX
: seichi@k.email.ne.jp hiroko@michi-no-kai.com

: http://seichi-no-kodomo.org
: 00180-4-88173 加入者名 ： NPO法人 聖地のこどもを支える会  

E-mail
ホームページ
郵 便 振 替

当NPOは、国際協力NGOセンター
（JANIC）によるアカウンタビリティ・
セルフチェックを受け、基準の4分野
（組織運営・事業実施・会計・情報公
開）について適正に運営されている
と認定されました。

プロジェクト支援のため7月に行われた “友好の夕べ”。
上原令子さんの歌声に感動のあと、パレスチナ料理で満腹。　

エフェタのシスターとマイスちゃん。大きくなりました。ベツレヘムの元気な子どもたち。

スタディー･ツアーの学生たちのエフェタ訪問。
（日本の学生が共同で里親となり支援をしています)

仮設の集会所で、足湯とマッサージ。言葉は通じなくて
も、心は十分に通じました。

イスラエル･パレスチナ･日本の若者たちが草取りをした
大槌町の墓地。お盆の時期だったので住民の方に喜ばれました。

写真撮影 稲垣佐江子、井上弘子、佐藤克裕

大槌町の6～8歳児と楽しく遊びました。ボランティア活動のあとの分かち合い。
カリタス大槌ベースで。




